
2015 年忘年山行「岩戸山」報告	

	

（１） 山行日	 2015 年 12 月 6 日（日）	

（２） 山域（箱根山塊南端）	 十国峠〜岩戸山〜湯河原駅	

（３） 集合時間＆場所	 JR 熱海駅改札出口	 9 時 15 分	

	 （タクシー＆ケーブルカー移動）タクシー：伊豆箱根交通	 熱海営業所	

	 JR 熱海駅 9：18＝（タクシー）＝9：37 十国峠登り口 9：50＝（ケーブル 5分）＝9：

53 十国峠	

	

	 （コースタイム記録）	

	 	 正味歩行時間 2時間 55 分	実働時間 4時間 23 分	

十国峠 771m10：20⇒10：43 泉・湯河原分岐 10：45⇒11：15 岩戸山 734.1m（昼食）11：

55⇒12：41 七尾原（舗装路出合）12：50⇒13：31 七尾峠（ペンションプリンス）⇒13：

48 ウルシガ窪第一配水池⇒14：22 千歳橋 14：25⇒湯河原駅 14：43	

	

（立ち寄り湯移動）湯河原駅 14:50＝（バス）＝14:58 理想郷 BS	

	

（４） 立ち寄り湯	 	 ニューウェルシティ湯河原（日帰り温泉	 いずみの湯）	

	 	 TEL0465-63-3721	

	 	 入浴 15：00〜16：15	 入浴料 1,080 円(クーポン使用 864 円)	

	 	

（移動）いずみの湯 16：25＝（タクシー）＝16：45 うに清	

タクシー：伊豆箱根交通	 湯河原営業所	

	

（５） 忘年会（会費）	 	 宴会 16：45〜18：45	
	 於：『うに清』TEL0465-68-1276 夕食代（活き造りコース）1人 4,536 円（税込）	

	 	 （会から 1人 2 千円の補助あり）飲料は別途料金。	

	 	 	 （真鶴駅へタクシー移動）うに清 18：50＝真鶴駅 18：55	

	

（参加者）加田（L）、河野、伊藤、逸見、岩堀、鈴木夫妻、上島、荻山、金子、市川、

鈴木（優）＝敬称略 12 名※＝	

	 	 	 （※）山行のみ参加：金子、温泉＆宴会のみ参加：鈴木（優）	

	

	

	



	

	

（山行感想記）	

晴れ間の多い風も穏やかな絶好の登山日和となりました。十国峠からは３６０度の大パ

ノラマです。東に房総半島・三浦半島や真鶴半島、南に初島や大島や熱海市街、伊豆半

島の天城連峰・沼津アルプス・駿河湾、その北には愛鷹連峰の奥に白い南アルプスそし

て雄大な裾野を見せる堂々の富士山。箱根山も観えました。	

たっぷり展望を堪能してから 10 時 20 分出発。東光寺を過ぎ岩戸山までは少しのアップ

ダウンを繰り返して狭い岩戸山の山頂に到着。小さなテーブルとベンチがあり、風の会

ハイキング・クラブが独占して、初島・大島を眼下に観ながらのランチは快適。	

と、ここまでは標識もあり順調でした。岩戸山から下山を開始すると一本道で迷うこと

なく突然舗装路の上に出ます。登山ガイドの案内板があり、その⇒（右）に従ってやや

キツい舗装路を登ってゆくと、なんと行き止まり！	

	 また元の場所に戻り、登山地図や湯河原温泉観光協会の手書き地図を解読。	

どうやら戻った場所（３本の高圧線鉄塔の下）が「七尾原」のようだ。	

舗装路を左に歩きしばらくすると保養所など建物が現れるが、目印のペンション「プリ

ンス」が分からない。あの案内板から登山道の道標らしきものはない。やっとペンショ

ン「プリンス」を発見し一安心も、湯河原門川（もんがわ）へ下山する道標は皆無。	

ペンションの直ぐ先左に道らしき道を発見。ここからはほとんど登山者が歩いた形跡に

ない廃道のような道を河野会長が先導で突き進む。	

車が通れる細い簡易舗装路となり、ミカン畑が現れました。収穫作業の農夫に道を尋ね

ると、そのまま「真っすぐ下りれば国道にでるから」の言葉に安堵。	

かなり急な簡易舗装路を自分を急かすように歩くと、国道そして千歳橋に出ました！	

温泉と宴会の二文字が自分を励まして歩きました。	

湯河原駅前で一旦解散。温泉＆宴会組が 10 名残り、「いずみの湯」で優子さんと合流。	

天下の湯河原温泉を８６４円で汗を流し、迎車のタクシーで真鶴の宴会場「うに清」へ。	

ここで嬉しいハプニングがありました。予約注文していたコースが途中からワンランク

上に何故かサービスで格上げされ、舟盛りも当初の２台が３台になり、伊勢エビの活き

造りも追加。これは忘年会に相応しい幸運！	 更に驚くべきは、高級魚金目鯛の大きな

姿煮が３匹もテーブルに。	 その理由が判明！	

なんと岩堀さんのご主人がこのお店で働いており、ご主人からのプレゼントなのでした。	

分厚い切り身の活き造りを、皆で大いに賑やかにワイワイ堪能。活魚で満腹とは贅沢な

忘年会でした。岩堀さんに感謝です。ごちそうさまでした。	

深田久弥は「百の頂きに、百の喜びあり」と言いました。	

私は言いたい。「一つの山行に、一つのハプニングあり」と。	

楽しい、嬉しい、美味しい忘年山行でした。2015 年の全ての月例山行に感謝します。	

	

（2015 年 12 月 7 日報告	 	 加田：文責）	


